
３ 広報まえばし

□
馬
場
川
通
り
プ
ラ
ン
タ
ー
飾
花
活

動
（
勢
多
農
林
高
）

中
心
市
街
地
を
流
れ
る
馬
場
川
に

彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

勢
多
農
林
高
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ

ー
ス
で
学
ぶ
二
年
生
の
女
子
生
徒
た

ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。年
三
回
、

学
校
で
栽
培
し
た
花
な
ど
を
、
四
十

個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
寄
せ
植
え
し
て

い
ま
す
。
据
え
付
け
や
日
々
の
水
や

り
な
ど
は
、
地
域
の
商
店
街
の
人
た

ち
が
協
力
し
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て

生
徒
と
地
域
住
民
と
の
交
流
も
。
今

年
で
八
年
目
を
迎
え
た
地
道
な
活
動

は
、
街
並
み
に
「
和
み
」
の
空
間
を

演
出
し
て
い
ま
す
。

□
選
考
委
員
（
敬
称
略
）

秋
山
隆
（
委
員
長
）、
新
井
美
加
、

石
沢
知
子
、
大
島
馨
、
小
田
桐
睦
雄
、

野
村
和
広
、
羽
鳥
い
ず
み
、
茂
木
一

彦
、
矢
内
美
恵
子
。

□
秋
山
委
員
長
の
総
評
あ
ら
ま
し

今
回
で
六
回
目
を
迎
え
た
ま
え
ば

し
都
市
景
観
賞
は
、
市
民
の
関
心
も

ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
三

十
六
件
も
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
は

基
準
に
基
づ
い
て
行
い
ま
し
た
。

一
次
選
考
で
は
、
応
募
書
類
と
写

真
を
五
段
階
で
評
価
し
、
十
四
作
品

を
選
出
。
最
終
選
考
は
、
そ
の
十
四

作
品
に
つ
い
て
現
地
確
認
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員
全
員
の
投

票
で
、
物
件
の
四
作
品
と
活
動
の
一

作
品
を
ま
え
ば
し
都
市
景
観
賞
に
選

び
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
物
件
の
四
作
品
は
、
と

も
に
地
域
の
持
つ
自
然
、
風
土
、
歴

史
を
理
解
し
、
景
色
と
調
和
し
た
素

晴
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
活
動
は
中
心
街

を
流
れ
る
馬
場
川
に
沿
っ
た
遊
歩
道

に
彩
り
を
添
え
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
て
い
る
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
八
年
目
を
迎
え
た
勢

多
農
林
高
の
地
道
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
は
、
称
賛
の
拍
手
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
選
外
と
な
っ
た
作
品
の
中

に
も
、
次
回
に
期
待
さ
れ
る
も
の
が

数
多
く
あ
り
、
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

第
十
三
回
ま
え
ば
し
都
市
景
観
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
総
合
福
祉
会
館
で
開
催
。

ま
え
ば
し
都
市
景
観
賞
の
表
彰
と
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
19
日
�
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館
（
日
吉
町
二

丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
二
百

人
　
内
容
＝
「
景
観
と
観
光
〜
文
化

的
成
熟
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に

前
橋
工
科
大
教
授
・
小
林
享
さ
ん
の

講
演
会
、
第
六
回
ま
え
ば
し
都
市
景

観
賞
表
彰
式
　
申
し
込
み
＝
当
日
会

場
へ
直
接

活 動

選
考
委
員
と

総
評
の
あ
ら
ま
し

景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

表
彰
式
と
講
演

�
総
合
リ
ハ
ビ
リ
棟
前
の
リ
ハ
ビ
リ
パ
ー
ク
で
市
民
が
憩
う

▲
明
治
時
代
か
ら
続
く
蔵
元
の
伝
統
を
感
じ
る
町
田
酒
造
店

馬場川通りに飾った花の手入れをする生徒たち


